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今
年
も
９
月
の
高
齢
者
連
続
行

動
が
行
わ
れ
、
清
掃
退
職
者
会
も

元
気
に
参
加
し
ま
し
た
。

■

地
公
四
単
産
・

　

地
公
退
高
齢
者
集
会

　

９
月
14
日
に
神
田
一
ツ
橋
の
日

本
教
育
会
館
で
開
催
さ
れ
、
現
退

一
致
の
行
動
に
よ
り
、
国
民
か
ら

か
け
離
れ
て
い
く
政
治
状
況
を
改

善
す
る
た
め
に
努
力
し
よ
う
と
い

う
基
調
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
は
、
朝
日
新
聞
記

者
太
田
啓
之
さ
ん
の
「
年
金
不

信
か
ら
の
脱
却
＝
年
金
の
本
当

の
姿
と
将
来
像
」。「
年
金
は
破

綻
す
る
」
と
い
う
考
え
か
ら
取

材
を
進
め
た
結
果
、
年
金
不
信

を
ふ
り
ま
く
元
凶
は
メ
デ
ィ
ア

と
一
部
の
悪
質
な
研
究
者
で
あ

　

９
月
15
日
、
日
比

谷
公
会
堂
に
全
国
か
ら

２
千
人
が
結
集
し
て
開

か
れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
の
日
本
高

齢
・
退
職
者
団
体
連
合

会
（
退
職
者
連
合
）
阿

部
会
長
は
、「
高
齢
者

の
暮
ら
し
と
生
命
を
守

る
取
組
み
の
強
化
へ
向

け
、
300
万
人
組
織
を
目

指
す
」
決
意
を
示
し
ま

で
あ
り
、
会
場
か
ら
連
帯
の
拍
手

が
鳴
り
止
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

集
会
は
、「
地
域
に
根
ざ
し
た
強

靭
な
組
織
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
高

齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
、
若
者

が
未
来
に
希
望
を
持
て
る
平
和
な

日
本
を
つ
く
る
た
め
に
、
中
央
・

地
方
、
現
退
一
致
で
が
ん
ば
る
」

（
集
会
ア
ピ
ー
ル
）こ
と
を
確
認
し
、

終
了
し
ま
し
た
。

　

集
会
終
了
後
、
熱
中
症
が
心
配

に
な
る
ほ
ど
の
厳
し
い
残
暑
の
中
、

東
電
本
店
前
で
の
抗
議
の
シ
ュ
プ

レ
ヒ
コ
ー
ル
を
含
め
、
旧
都
庁
跡

ま
で
元
気
に
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

し
た
。

　

地
域
か
ら
の

意
見
発
表
は
、

①
持
続
可
能
な

脱
原
発
社
会
へ

向
け
た
取
組
み

（
福
島
）、
②
橋

下
大
阪
市
長
包

囲
の
取
組
み

（
大
阪
）、
③
普

天
間
基
地
撤

去
・
オ
ス
プ
レ

イ
配
備
反
対
の

闘
い
（
沖
縄
）

で
し
た
。
ま
さ

に
焦
眉
の
課
題

全
国
高
齢
者
集
会

「
憲
法
９
条
を
守
れ
！
原
発
は

い
ら
な
い
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

る
こ
と
が
分
か
っ
た
と
、
報
告
さ

れ
ま
し
た
。（
講
演
内
容
は
３
面
）

■

全
国
高
齢
者
集
会

全国高齢者集会後の銀座デモ

朝霧高原（富士宮市）のススキ
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８
月
10
日
、
都
労

連
に
対
応
す
る
退
職

者
組
織
の
東
京
都
退

事
務
局
長
が
提
案
す
る
し
き
た
り

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

方
針
提
案
に
あ
た
り
斎
藤
事
務

局
長
（
東
水
退
）
は
、「
都
退
協
は

政
局
が
激
変
し
て
も
運
動
の
基
調

は
変
わ
ら
ず
、
現
・
退
一
致
を
基

本
に
、
地
公
退
の
一
員
と
し
て
退

職
者
連
合
、
東
京
高
退
連
と
も
連

携
し
て
退
職
者
・
高
齢
者
の
よ
り

よ
い
生
活
を
目
指
す
活
動
や
、
脱

原
発
を
め
ざ
す
運
動
に
参
加
し
、

活
動
を
進
め
る
。
国
会
学
習
会
や

要
求
等
、
高
退
連
と
一
致
で
き
る

こ
と
は
引
続
き
取
組
み
す
る
。」
と

い
う
考
え
方
を
示
し
ま
し
た
。
こ

れ
が
都
退
協
の
基
本
姿
勢
で
す
。

　

そ
の
後
、
総
会
宣
言
と
決
議
を

採
択
し
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
確
認
、

山
本
会
長
の
音
頭
で
「
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
」
を
三
唱
、
総
会
を
終
了

し
ま
し
た
。

　

都
退
協
は
、
対
政
府
・
国
会
対

策
な
ど
、
退
職
者
運
動
の
取
組
み

を
け
ん
引
し
て
き
ま
し
た
。
今
総

会
で
、
こ
の
伝
統
を
踏
ま
え
つ
つ
、

さ
ら
に
一
歩
前
進
し
て
い
く
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

政
局
が
激
変
し
て
も
運
動
の

基
調
は
変
ら
な
い
こ
と
を
確
認

　

９
月
27
日
に
第
５
回
三
役
会
を

も
ち
、
10
月
５
日
に
開
催
す
る
幹

事
会
提
案
議
案
の
検
討
と
あ
わ
せ

て
、
10
周
年
記
念
事
業
、
役
員
選

考
基
準
、
組
織
拡
大
へ
向
け
た
取

見
も
あ
り
ま
す
が
、
退
職
者
会
を

よ
り
大
き
く
活
発
に
し
て
い
く
た

め
に
、
役
員
が
ど
の
よ
う
に
決
ま

る
の
か
と
い
う
仕
組
み
を
き
ち
ん

と
し
て
お
く
こ
と
も
必
要
で
は
な

都 退 協
定期総会

職
者
協
議
会
（
都
退
協
）
は
、
都

庁
職
会
議
室
で
第
42
回
定
期
総
会

を
開
催
し
、
清
掃
退
職
者
会
か
ら

代
議
員
と
し
て
北
條
会
長
と
庄
司

事
務
局
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
花
輪
副
会
長（
都

庁
退
）
は
、「
今
の
政
治
は
先
が
見

え
な
い
情
勢
に
あ
り
、
国
会
が
い

つ
解
散
に
な
っ
て
も
お
か
し
く
な

い
。
我
々
の
要
求
実
現
に
向
け
て

共
に
前
に
進
め
て
い
き
た
い
」
と

挨
拶
。
続
い
て
、
昨
年
の
東
日
本

大
震
災
の
被
災
者
を
悼
み
、
参
加

者
一
同
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

総
会
議
長
に
吹
上
（
東
水
退
）、

北
村
（
都
退
女
教
）
両
副
会
長
を

選
出
。都
退
協
山
本
会
長（
都
庁
退
）

の
挨
拶
に
続
き
、
来
賓
の
都
労
連
、

地
公
退
、
東
京
高
退
連
、
東
京
都
、

事
業
団
、
共
済
組
合
か
ら
挨
拶
を

受
け
ま
し
た
。

　

都
退
協
の
議
事
の
進
め
方
は
独

特
で
、活
動
経
過
報
告
、決
算
報
告
、

活
動
方
針
案
、
予
算
案
を
す
べ
て
、

組
み
の
基
調
な
ど
、
中
長
期
的

課
題
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

●

周
年
記
念
事
業
を

　

ど
う
す
る
か

　

退
職
者
会
も
来
年
、
再
建
５

周
年
を
迎
え
ま
す
。
５
周
年
記

念
は
再
建
か
ら
時
間
も
経
っ
て

い
な
い
の
で
、
少
し
早
い
よ
う

な
気
が
し
ま
す
が
、
10
周
年
は

行
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
今
か
ら
財
政

措
置
も
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ど
の
よ
う
な
記
念
事
業

が
可
能
か
、
都
本
部
や
都
庁
退
、

他
単
会
の
行
事
等
を
研
究
し
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●

役
員
選
考
基
準
を

　

創
る
べ
き
か
否
か

　
「
退
職
者
会
の
役
員
は
ど
の
よ

う
に
し
て
決
ま
っ
て
い
る
の
か
」

と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
す
。
確

か
に
役
員
選
挙
規
定
は
あ
り
ま
せ

ん
し
、
役
員
選
考
の
基
準
的
な
も

の
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
こ
の
種
の
団
体
の
役
員
は
何
と

な
く
決
ま
る
ん
だ
よ
」
と
い
う
意

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

三
役
会
で
検
討
を
始
め

ま
し
た
。
で
き
れ
ば
来
年

の
総
会
ま
で
に
形
を
示
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●

組
織
拡
大
の

　

課
題
は
何
か

　

自
治
退
本
部
は
「
再
任

用
・
再
雇
用
全
員
を
退
職

者
会
の
会
員
に
す
る
こ
と

を
、
基
本
組
織
と
話
し
合

う
」
よ
う
指
示
し
て
い
ま

す
。
退
職
者
会
組
織
の
拡

大
は
再
任
用
・
再
雇
用
組

合
員
の
組
織
化
が
重
要
で

す
。
こ
れ
ら
を
含
め
、
組

織
拡
大
へ
向
け
て
何
を
す

る
べ
き
か
、
三
役
会
で
真

剣
に
悩
み
な
が
ら
議
論
し

て
い
ま
す
。

●

当
面
の
課
題

　

そ
の
他
、会
計
予
算
の
補
正
（
科

目
間
調
整
）
や
、
都
庁
退
親
睦
交

流
会
の
費
用
負
担
見
直
し
、
東
京

清
掃
の
賃
金
確
定
闘
争
応
援
等
も

検
討
し
ま
し
た
。

三役会で中・長期的課題を検討
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年
金
不
信
か
ら
の
脱
出

不
信
あ
お
る
メ
デ
ィ
ア
・
ト
ン
デ
モ
学
者

経
済
停
滞
な
ら
ば
痛
み
分
配
の
覚
悟
も
必
要

　

９
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た
地
公
四
単
産
・
地
公
退
高
齢
者
集
会
の
記
念
講

演
は
、
年
金
問
題
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ
る
朝
日
新
聞
・
太
田
啓
之
記
者
に

よ
る
「
年
金
不
信
か
ら
の
脱
出―

年
金
の
本
当
の
姿
と
将
来
像
」
が
テ
ー
マ

で
し
た
。
年
金
不
信
を
あ
お
る
メ
デ
ィ
ア
や
学
者
を
舌
鋒
鋭
く
斬
る
一
方
、

経
済
停
滞
が
続
け
ば
年
金
減
額
や
増
税
必
至
と
い
う
厳
し
い
指
摘
も
。

　

年
金
不
信
が
広
が
っ
た
原
因
は
、

次
の
５
つ
。
①
少
子
高
齢
化
、
②
野

党
時
代
の
民
主
党
の
年
金
破
綻
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
、
③
行
政
の
不
手
際
・
不

祥
事
、
④
不
信
を
あ
お
る
メ
デ
ィ
ア
、

⑤
ト
ン
デ
モ
学
者
た
ち
の
存
在
。

(1)
現
在
の
年
金
財
政
見
通
し
は
将
来

の
出
生
率
を
１
・
26
で
設
計
。
昨
年

の
出
生
率
は
１
・
39
。「
50
年
後
、

現
役
世
代
1.1
人
で
高
齢
者
１
人
を
支

え
る
」
の
は
無
理
の
論
も
あ
る
が
、

過
去
数
十
年
間
、「
働
い
て
い
る
人

一
人
で
働
い
て
い
な
い
人
一
人
を
支

え
る
」
と
い
う
割
合
で
、
ほ
ぼ
一
定
。

(2)
鳩
山
元
首
相
は
「
年
金
が
ダ
メ
に

な
る
と
い
う
語
り
か
け
が
政
権
交
代

に
貢
献
」
と
発
言
。
国
保
の
未
納
率

は
基
礎
年
金
全
体
の
ほ
ん
の
一
部
。

(3)
年
金
記
録
問
題
、
社
保
庁
不
祥
事
、

年
金
積
立
金
の
施
設
建
設
流
用
等
に

よ
り
破
綻
す
る
と
い
う
乱
暴
な
論
も

あ
る
。
官
僚
の
不
祥
事
は
問
題
だ
が
、

年
金
積
立
へ
の
影
響
は
１
％
未
満
。

報
道
。
生
命
保
険
会
社
幹
部
は
「
国

民
年
金
は
民
間
で
は
絶
対
マ
ネ
で
き

な
い
お
得
な
仕
組
み
。」
と
言
っ
て

い
る
。
意
図
的
な
世
代
間
格
差
強
調
。

(5)
メ
デ
ィ
ア
や
政
治
家
と
結
託
し
、

一
方
的
主
張
を
す
る
一
部
研
究
者
。

　

年
金
不
信
の
構
造
的
背
景
は
、「
不

安
を
あ
お
れ
ば
売
れ
る
」
と
い
う
無

責
任
な
マ
ス
コ
ミ
の
存
在
に
あ
る
。

　

公
的
年
金
を
巡
る
大
問
題
は
、「
少

子
化
」「
高
齢
化
」「
デ
フ
レ
経
済
」、

中
問
題
は
「
国
民
年
金
保
険
料
の
未

納
」、「
専
業
主
婦
の
３
号
問
題
」、

小
問
題
は
、「
年
金
記
録
問
題
」、「
天

下
り
施
設
へ
の
保
険
料
流
用
」。

(4)
年
金
額
引
下
げ
改
革
の
理
由

　

年
金
は
賃
金
に
連
動
し
て
い
る
。

デ
フ
レ
経
済
で
賃
金
が
下
落
し
、
保

険
料
収
入
が
減
少
。
年
金
は
「
特
例

水
準
」
と
「
デ
フ
レ
時
の
マ
ク
ロ
経

済
ス
ラ
イ
ド
非
実
施
」
に
よ
り
高
止

ま
り
。「
世
代
間
連
帯
」
の
点
で
問

題
を
残
し
て
い
る
。

(5)
年
金
と
政
治―

今
後
の
見
通
し

①
民
主
党
の
抜
本
改
革
案
は
、
再
浮

上
の
見
通
し
は
な
い
。

②
「
維
新
の
会
」
の
「
積
立
方
式
化
、

掛
け
捨
て
」
は
論
外
。

③
来
年
早
々
、
年
金
財
政
見
通
し
の

再
計
算
（
５
年
に
１
度
の
再
計
算
）。

年
金
水
準
は
「
現
役
世
代
の
５
割
」

が
将
来
的
に
維
持
で
き
な
い
と
い
う

試
算
結
果
に
な
る
公
算
が
大
。

(6)
年
金
の
将
来
像

①
年
金
は
高
齢
者
の
生
活
の
支
え
で

あ
り
、
生
活
す
る
に
足
る
額
は
今
後

も
保
障
さ
れ
る
と
考
え
て
よ
い
。

②
よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な
い
限
り
、
急

激
な
減
額
も
な
い
。

③
一
方
、
経
済
の
停
滞
が
続
け
ば
、

現
役
世
代
の
負
担
増
、
年
金
減
額
や
、

さ
ら
な
る
増
税
も
避
け
ら
れ
な
い
。

(4)
大
手
商
業
新
聞
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ

等
で
、「
年
金
は
破
綻
す
る
」

「
若
い
世
代
は
払
い
損
」
等
の

(1)
公
的
年
金
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

　
「
働
け
な
く
な
っ
た
高
齢
者
を
養

う
」
と
い
う
社
会
の
基
本
的
イ
ン
フ

ラ
の
ひ
と
つ
。
高
齢
者
が
暮
ら
せ
な

く
な
れ
ば
、
社
会
自
体
が
破
綻
し

て
し
ま
う
。
経
済
原
則
よ
り
上
位
の

ル
ー
ル
。

(2)
高
齢
化
の
進
行
と
年
金

　

高
齢
化
が
進
ん
で
も
、
経
済
が
順

調
に
発
展
す
れ
ば
十
分
な
年
金
を
渡

せ
る
が
、
経
済
の
停
滞
と
高
齢
化
が

同
時
進
行
す
る
と
、
年
金
水
準
の
確

保
は
極
め
て
難
し
く
な
る
。

(3)
公
的
年
金
問
題
の
「
仕
分
け
」

年
金
不
信
は
な
ぜ
広
が
っ
た
の
か
？

年
金
の
安
定
的
維
持
へ
向
け
て
考
え
よ
う
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局
長
。
24
名
参
加
。
参
加
者
か
ら
分

り
や
す
く
よ
か
っ
た
と
の
感
想
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
終
了
後
楽
し
く
懇
親

会
。
内
容
は
機
関
紙
８
月
号
に
掲
載
。

▼
７
月
23
日
、
第
１
回
企
画
部
会
。
お

花
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
秋
の
街
歩
き
、

落
語
鑑
賞
会
な
ど
を
検
討
。
落
語
鑑
賞

会
を
今
年
度
中
に
行
い
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

▼
７
月
23
日
、
第
４
回
三
役
会
。
組
織

運
営
と
財
政
運
営
の
あ
り
方
、
役
員
選

出
の
あ
り
方
、
会
員
拡
大
の
戦
略
な
ど

に
つ
い
て
時
間
を
か
け
て
議
論
。

▼
８
月
10
日
、
東
京
都
退
職
者
協
議
会

第
42
回
定
期
総
会
が
都
庁
職
会
議
室

で
開
催
さ
れ
、
代
議
員
と
し
て
北
條
会

長
と
庄
司
事
務
局
長
が
参
加
。
総
会
の

内
容
は
別
記
の
報
告
参
照
。

▼
８
月
12
日
、
江
東
区
の
テ
ィ
ア
ラ

こ
う
と
う
で
「
脱
原
発
労
働
者
集
会
」。

小
出
裕
章
氏
の
講
演
「
放
射
能
汚
染
の

現
実
を
超
え
て
」
な
ど
。
退
職
者
会
か

ら
７
名
参
加
。
集
会
の
模
様
は
機
関
紙

９
月
号
に
報
告
。

▼
８
月
31
日
、
自
治
退
都
本
部
第
３
回

退職者会
活動日誌

幹
事
会
が
都
本
部
会
議
室
で
開
か
れ
、

庄
司
事
務
局
長
（
常
幹
）
と
小
林
事
務

局
次
長
（
幹
事
）
が
参
加
。
10
月
26
日

に
開
く
定
期
総
会
の
議
案
等
を
検
討
。

▼
９
月
14
日
、
日
本
教
育
会
館
で
地
公

四
単
産
・
地
公
退
高
齢
者
集
会
。
柳
副

会
長
、
戸
枝
会
計
、
渡
辺
幹
事
が
参
加
。

集
会
の
模
様
は
別
記
の
報
告
参
照
。

▼
９
月
15
日
、
日
比
谷
公
会
堂
で
全
国

高
齢
者
集
会
。
戸
張
副
会
長
、
岩
渕
会

計
監
査
、
古
口
幹
事
、
戸
枝
会
計
（
取

材
）
が
参
加
。
集
会
後
、
鍛
冶
橋
（
旧

都
庁
）
ま
で
元
気
に
デ
モ
。
集
会
の
模

様
は
別
記
の
報
告
参
照
。

▼
９
月
20
日
、
都
庁
退
組
織
強
化
対
策

会
議
・
単
会
会
長
会
議
が
自
治
労
都
庁

職
会
議
室
で
開
か
れ
、
北
條
会
長
が
参

加
。
組
織
拡
大
は
個
別
的
に
具
体
的
に

呼
び
か
け
て
い
く
こ
と
が
肝
要
と
い
う

こ
と
を
改
め
て
確
認
し
ま
し
た
。

▼
９
月
27
日
、
第
５
回
三
役
会
。
幹
事

会
提
案
議
案
の
検
討
に
あ
わ
せ
て
、
組

織
運
営
と
財
政
運
営
の
あ
り
方
、
役
員

選
出
の
あ
り
方
、
会
員
拡
大
の
戦
略
な

ど
に
つ
い
て
時
間
を
か
け
て
議
論
。

▼
事
務
局
会
議
・
事
務
業
務
は
６
回
。

主
な
課
題
は
、
当
面
の
行
動
企
画
、
秋

期
学
習
交
流
会
案
内
と
集
約
、
親
睦
旅

行
案
内
、
東
京
清
掃
定
期
大
会
報
告
書

原
稿
作
成
、
返
還
郵
便
切
手
・
機
関
紙

等
定
例
連
絡
発
送
の
取
組
み
で
し
た
。

▼
そ
の
他
、
自
治
退
都
本
部
常
任
行
動

と
し
て
、
庄
司
事
務
局
長
が
都
本
部
常

任
幹
事
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

＊
７
月
18
日
の
第
２
回

幹
事
会
以
降
９
月
27
日

の
第
５
回
三
役
会
ま
で

▼
７
月
18
日
、「
社
会

保
障
・
税
の
一
体
改
革

と
退
職
者
連
合
の
取
組

み
」
を
テ
ー
マ
に
夏
期

学
習
交
流
会
。
講
師
は

木
村
退
職
者
連
合
事
務

許すな再稼働！なくそう原発！
とめよう雇用破壊！
つくろう戦争と貧困のない社会を！

10・28団結まつり

　

日
米
政
府
は
、
欠
陥
機
オ
ス
プ
レ
イ

の
普
天
間
基
地
配
備
を
強
行
し
ま
し
た
。

頻
発
す
る
事
故
を
「
人
為
的
ミ
ス
が
原

因
」
と
し
て
い
ま
す
が
、「
人
為
的
ミ
ス
」

で
墜
落
す
る
の
な
ら
ば
、
事
故
防
止
は

困
難
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

沖
縄
の
意
思
は
９
月
９
日
の
10
万
人

県
民
大
会
で
は
っ
き
り
示
さ
れ
ま
し
た
。

沖
縄
の
運
動
に
連
帯
し
、
東
京
で
も

１
万
人
が
結
集
し
て
国
会
を
包
囲
す
る

同
時
ア
ク
シ
ョ
ン
が
取
組
ま
れ
ま
し
た
。

　
「
原
発
も
オ
ス
プ
レ
イ
も
根
っ
こ
は
同

じ
」
で
す
。
オ
ス
プ
レ
イ
の
沖
縄
・
普

天
間
基
地
配
備
は
断
じ
て
許
せ
ま
せ
ん
。

　

１
０
４
７
名
の
不
当
解
雇

撤
回
を
求
め
て
国
家
的
不
当

労
働
行
為
と
闘
い
続
け
た
国

鉄
闘
争
は
終
結
し
ま
し
た
が
、

雇
用
破
壊
が
進
み
、
貧
困
と
格

差
は
ま
す
ま
す
拡
大
し
て
い

ま
す
。
国
鉄
闘
争
を
継
承
し
、

戦
争
と
格
差
の
な
い
社
会
の

オスプレイはいらない！
沖縄に連帯し１万人が国会包囲

団結まつりの案内
■日時　10 月 28 日（日）

10 時～ 15 時
■場所　亀戸中央公園Ａ地区

昨年の団結まつり
（東京清掃纐纈副委員長の音頭で団結ガンバロー）

実
現
を
め
ざ

す
た
め
、
今

年
も
「
団
結

ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
ま

す
（
例
年
よ

り
規
模
は
縮

小
）。
積
極

的
な
参
加
を

お
願
い
し
ま

す
。


